
市場出荷休日カレンダー
（野菜・果樹）

×は出荷できない日       は日曜・祝日等

あ
ぐ
り

最
前
線

土
壌
分
析
を
し
ま
し
ょ
う
！

　
　
　―

コ
ス
ト
低
減
に
向
け
て―

J
A
で
は
、肥
料
の
過
剰
施
肥
に
よ
る
無
駄
を
な
く
し
コ
ス
ト
低
減

に
繋
げ
る
た
め
、土
壌
分
析
を
毎
月
実
施
し
て
い
ま
す
。
分
析
を
希

望
さ
れ
る
方
は
、約
1
合
程
度（
200    

）を
採
土
し
、必
ず
土
壌
を
乾

燥
さ
せ
て
か
ら
袋
に
入
れ
、住
所
・
氏
名
・
T
E
L
と
、水
稲
・
野
菜

（
キ
ャ
ベ
ツ
、ハ
ク
サ
イ
・・・
等
）・
果
樹（
ミ
カ
ン
、カ
キ
・・・
等
）な
ど

品
目
名
を
記
入
し
て
、12
月
17
日（
金
）ま
で
に
各
支
店
へ
ご
持
参
く

だ
さ
い
。
分
析
結
果
は
1
月
下
旬
頃
に
ご
連
絡
致
し
ま
す
。

g

農
家
の
た
め
の
最
新
情
報

土
壌
分
析
を
し
ま
し
ょ
う
！

　
　
　

日 月 火 木 金 土
1月

水

2
9
16

3
10
17

4
11
18
25

5
12
19

6
13
20

7
14
21

1
8
15
22

26 27 28 29

※

防
除
薬
剤
の
あ
と
の
数
字
は
、
安
全
使
用
基

準
で
、〔
収
穫
何
日
前
ま
で
使
用
可
能
か
／
通

算
使
用
可
能
回
数
〕
を
表
し
て
い
ま
す
。
農
薬

は
農
薬
安
全
使
用
基
準
を
守
り
、
正
し
く
適
期

に
防
除
し
て
く
だ
さ
い
。

例
）
表
記
が
〔
14
日
／
2
回
〕
の
場
合
…
収
穫

14
日
前
ま
で
に
2
回
使
用
可
能

　
冬
期
は
次
年
度
の
栽
培
に
お
け
る
準
備
期
間

で
す

●
土
づ
く
り

　

近
年
発
生
が
多
く
問
題
と
な
っ
て
い
る
高
温

障
害
を
防
ぐ
方
法
の
う
ち
、
最
も
大
切
な
の
は

「
土
づ
く
り
」
で
す
。

土
づ
く
り
の
ポ
イ
ン
ト

　

ケ
イ
酸
・
鉄
を
含
む
資
材
を
施
用
し
ま
し
ょ
う
。

･

農
力
ア
ッ
プ(

100
㎏
／
10
ａ)

＊
毎
年
実
施
し
て
い
ま
す
定
点
分
析
に
お
い

て
、
市
内
の
水
稲
土
壌
で
、
水
稲
栽
培
に
重

要
な
微
量
成
分
で
あ
る
「
ケ
イ
酸
」「
鉄
」

の
両
方
も
し
く
は
一
方
が
不
足
し
て
い
る
傾

向
に
あ
り
ま
す
。
土
壌
診
断
を
実
施
し
、
効

日 月 火 木 金 土
12月

水

5
12
19
26

6
13
20
27

7
14
21
28

1
8
15
22

2
9
16
23

3
10
17
24

4
11
18
25

29 30 31重量出荷終了日 軟弱出荷終了日

率
的
な
土
づ
く
り
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

●
耕
起

　

越
冬
害
虫
で
あ
る
ヒ
メ
ト
ビ
ウ
ン
カ
及
び

ジ
ャ
ン
ボ
タ
ニ
シ
は
、
次
年
度
の
栽
培
に
悪
影

響
を
及
ぼ
し
ま
す
。
圃
場
密
度
を
低
下
さ
せ
る

た
め
、
耕
起
を
必
ず
行
い
ま
し
ょ
う
。

①
ヒ
メ
ト
ビ
ウ
ン
カ
は
縞
葉
枯
病
を
発
生
さ
せ

ま
す
。
越
冬
す
る
水
田
内
の
「
ひ
こ
ば
え
」、

「
稲
ワ
ラ
」
を
す

き
込
む
こ
と
で
密

度
を
低
下
さ
せ
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

②
ジ
ャ
ン
ボ
タ
ニ
シ
は
、
冬
期
土
壌
中
に
潜
っ

て
越
冬
し
ま
す
。
耕

起
す
る
こ
と
で
、
貝

を
物
理
的
に
粉
砕

し
、
ま
た
寒
風
に
さ

ら
す
こ
と
で
凍
死
さ

せ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
定
植

▽
12
月
５
日
〜
１
月
20
日　

※

石
井
中
早
生

▽
12
月
20
日
〜
１
月
30
日　

※

Ｙ
Ｒ
春
空

●
病
害
虫
防
除
（
本
田
防
除
）

▽
12
月
上
旬　

※

星
岬
Ｓ
Ｐ
・
恋
岬
Ｓ
Ｐ

・
ア
ク
セ
ル(

フ)

1000
倍
〔
前
日
／
３
回
〕

・
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
ム(

フ)

2000
倍
〔
前
日
／

３
回
〕

・
バ
リ
ダ
シ
ン(

液)

５

800
倍
〔
７
日
／
５
回
〕

▽
12
月
中
旬　

※
春
の
か
ほ
り
Ｓ
Ｐ
①

▽
12
月
下
旬　

※
春
の
か
ほ
り
Ｓ
Ｐ
②

・
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス(

顆)
2000
倍
〔
前
日
／
３
回
〕

・
コ
ル
ト
（
顆
）

4000
倍
〔
前
日
／
３
回
〕

・
キ
ノ
ン
ド
ー(

フ)

1000
倍
〔
14
日
／
３
回
〕

●
追
肥

▽
12
月
上
旬　

※

恋
岬
Ｓ
Ｐ
・
春
の
か
ほ
り
Ｓ
Ｐ
①
②
③

・
ニ
ュ
ー
パ
ワ
ー
ユ
ー
キ
262(

40
㎏
／
10
ａ
）

●
収
穫

▽
11
月
１
日
〜
12
月
15
日　

※

星
岬
Ｓ
Ｐ

▽
12
月
10
日
〜
１
月
31
日　

※

恋
岬
Ｓ
Ｐ

●
病
害
虫
防
除
（
本
田
防
除
）

▽
12
月
上
旬　

※

12
月
穫
り
品
種

・
ア
ク
セ
ル(

フ)

1000
倍
〔
前
日
／
３
回
〕

・
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
ム(

フ)

2000
倍
〔
３
日
／

３
回
〕

・
バ
リ
ダ
シ
ン(

液)

５

500
倍
〔
３
日
／
３
回
〕

▽
12
月
下
旬　

※

年
明
け
穫
り
品
種
・
防
寒
ハ
ク
サ
イ

・
ア
ク
セ
ル(

フ)

1000
倍
〔
前
日
／
３
回
〕

・
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
ム(

フ)

2000
倍
〔
３
日
／

３
回
〕

・
ラ
ン
マ
ン(

フ)

2000
倍
〔
３
日
／
４
回
〕

●
追
肥
（
結
球
開
始
期
）

・
ニ
ュ
ー
パ
ワ
ー
ユ
ー
キ
262(

80
㎏
／
10
ａ
）

　

今
年
産
に
つ
い
て
は
梅
雨
入
り
が
早
か
っ
た
も
の
の
、

比
較
的
高
温
で
推
移
し
、
７
月
中
旬
以
降
は
天
候
に
恵
ま

れ
、
順
調
に
生
育
。
ま
た
、
８
月
に
夜
温
が
比
較
的
低
く

推
移
し
た
こ
と
か
ら
全
体
的
に
高
温
障
害
は
少
な
く
、
品

質
は
良
好
で
、
収
量
は
例
年
以
上
で
し
た
が
、
ジ
ャ
ン
ボ

タ
ニ
シ
（
ス
ク
ミ
リ
ン
ゴ
ガ
イ
）
の
活
動
が
早
く
、
一
部

で
田
植
え
後
の
食
害
が
見
受
け
ら
れ
ま
し
た
。
病
害
虫
に

つ
い
て
は
、
山
間
部
や
一
部
圃
場
で
い
も
ち
病
に
よ
る
被

害
や
、
８
月
上
中
旬
の
長
雨
に
よ
り
、
カ
メ
ム
シ
に
よ
る

斑
点
米
被
害
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

昨
年
被
害
が
大
き
か
っ
た
ト
ビ
イ
ロ
ウ
ン
カ
は
、
新
規

薬
剤
の
「
ス
ク
ラ
ム
粒
剤
」
を
導
入
し
た
こ
と
に
加
え
、
防

除
の
啓
発
を
徹
底
し
、
生
産
者
の
方
々
が
適
期
防
除
を
行
っ

た
こ
と
に
よ
り
、
被
害
は
ほ
ぼ
確
認
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

今
年
産
状
況

・
早
生
品
種
（
キ
ヌ
ヒ
カ
リ
）

　

出
穂
〜
登
熟
期
（
８
月
）
の
夜
温
の
低
下
に
よ
り
、

高
温
障
害
な
ど
の
発
生
が
少
な
く
、
品
質
は
良
い
傾
向

で
し
た
が
、
た
だ
、
一
部
の
圃
場
で
カ
メ
ム
シ
に
よ
る

斑
点
米
や
い
も
ち
病
の
被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。

・
中
生
品
種
（
き
ぬ
む
す
め
）

　

出
穂
期
の
ま
と
ま
っ
た
風
雨
に
よ
る
影
響
で
、
収
穫

前
の
段
階
で
籾
が
黒
く
な
る
な
ど
の
症
状
が
散
見
さ
れ

ま
し
た
が
、
そ
の
後
好
天
に
よ
り
品
質
は
良
好
で
、
１

等
米
割
合
は
高
く
な
り
ま
し
た
。
収
量
に
つ
い
て
は
ト

ビ
イ
ロ
ウ
ン
カ
の
被
害
が
な
く
、
例
年
以
上
と
な
り
ま

し
た
。

・
晩
生
品
種
（
に
こ
ま
る
）

　

病
害
虫
は
見
ら
れ
ず
、
高
温
障
害
も
な
く
品
質
は
良

好
で
、
１
等
米
割
合
は
高
く
な
り
ま
し
た
。
ト
ビ
イ
ロ

ウ
ン
カ
の
被
害
は
な
く
収
量
も
例
年
以
上
と
な
り
ま
し

た
。 品

種
別
状
況

令
和
３
年
産
米
の
生
産
状
況

外
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３等２等１等品種
ハナエチゼン

キヌヒカリ

きぬむすめ

ヒノヒカリ

にこまる

その他

つや姫（こだわり米）

にこまる（こだわり米）

等級別比率※

令和３年産米品種別等級別比率

※２等の主な格付け理由
　「整粒不足」71％、「着色・その他」13％
※３等の主な格付け理由
　「カメムシ」48％、「整粒不足」36％

※米選機の網目サイズは、和歌山県は
　1.75ｍｍが中心で、他府県については
　1.85ｍｍ～ 1.9ｍｍが主流となっています。

前年対比（％）
217.3

162.0

42.3

44.0

14,145

18,676

1,404

166

34,391

6,508

11,525

3,317

377

21,727

令和３年産米検査及び集荷実績
等級

1

2

3

外

計

 数量（袋） 前年数量（袋）

（10月末時点）

30
23

31
24

成人の日

元旦

※各等級の数量（袋）÷総数量（袋）

0607

キ
ャ
ベ
ツ

水
　
稲

ヒメトビウンカ縞葉枯病

ジャンボタニシ（卵塊）

ジャンボタニシ（成虫）

ハ
ク
サ
イ



ま
た
、
側
枝
は
長
く
使
っ
て
い
る
と
樹
形
を
乱

す
原
因
と
な
る
た
め
、
３
〜
５
年
で
側
枝
の
更

新
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

　

初
秋
よ
り
葉
色
が
悪
く
樹
勢
が
弱
め
の
園
地

で
は
、
液
肥
（
マ
ン
ス
リ
ー

500
倍
）
の
散
布

と
や
や
強
め
の
剪
定
を
行
い
、
樹
勢
の
回
復
に

努
め
て
く
だ
さ
い
。

　

落
葉
も
終
わ
り
、
今
月
は
整
枝
・
剪
定
作
業

で
す
。

　

剪
定
は
大
枝
か
ら
始
め
、
不
必
要
な
徒
長
枝

を
は
ず
し
、
主
枝
の
先
端
は
切
り
返
し
剪
定
し

ま
す
。
側
枝
は
先
端
に
近
い
ほ
ど
小
さ
く
、
主

幹
に
近
い
ほ
ど
大
き
く
し
ま
す
。
立
枝
・
平
行

枝
・
内
向
枝
な
ど
、
樹
冠
内
へ
日
光
が
入
る
の

を
妨
げ
た
り
、
樹
形
を
乱
す
枝
を
剪
定
し
て
く

だ
さ
い
。

　

結
果
、
枝
が
込
み
合
わ
な
い
よ
う
に
間
引
き

ま
す
。
徒
長
枝
や
長
果
枝
が
多
い
と
き
は
間
引

き
剪
定
を
中
心
に
行
い
、
樹
勢
を
落
ち
着
か
せ

ま
す
。
短
果
枝
が
多
く
な
っ
た
り
、
側
枝
が
下

垂
し
て
き
た
と
き
は
、
樹
勢
を
回
復
さ
せ
る
た

め
に
、
切
り
返
し
剪
定
を
中
心
に
行
っ
て
く
だ

さ
い
。

　

切
り
口
の
大
き
な
剪
定
痕
に
は
、
乾
燥
や
病

害
虫
侵
入
に
よ
る
枯
れ
込
み
を
防
ぐ
た
め
癒
合

剤
（
ト
ッ
プ
ジ
ン
Ｍ
ペ
ー
ス
ト
）
を
塗
布
し
ま

す
。
切
除
し
た
枯
れ
枝
は
病
原
菌
や
カ
イ
ガ
ラ

ム
シ
の
越
冬
源
と
な
る
の
で
、
園
外
に
処
分
し

ま
し
ょ
う
。

め
た
ら
間
伐
・
縮
伐
の
目
安
で
す
。
間
隔
は
、

樹
と
樹
の
間
を
、
傘
を
さ
し
て
歩
け
る
程
度
で

す
。
間
伐
す
る
こ
と
で
大
玉
・
秀
品
の
生
産
に

つ
な
が
り
、
作
業
効
率
も
上
が
り
ま
す
。

　

中
晩
生
ミ
カ
ン
の
収
穫
期
を
迎
え
ま
し
た
。

　

着
色
と
酸
を
吟
味
し
な
が
ら
収
穫
し
ま
し
ょ

う
。
近
年
は
、
収
穫
時
期
の
高
温
多
湿
で
浮
き

皮
の
発
生
が
増
え
て
い
ま
す
。
収
穫
が
遅
れ
る

と
浮
き
皮
も
助
長
さ
れ
ま
す
の
で
適
期
収
穫
を

心
掛
け
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
風
雨
等
の
影
響
に

よ
る
キ
ズ
・
ス
レ
で
腐
敗
果
が
多
く
な
り
ま
す

の
で
選
果
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　

マ
ル
チ
栽
培
・
フ
ィ
ガ
ロ
ン
散
布
・
着
果
過

多
等
で
樹
勢
が
弱
っ
て
い
る
園
で
は
、
収
穫
後

樹
勢
を
回
復
さ
せ
る
た
め
に
、
チ
ッ
ソ
系
（
尿

素
）
液
肥
500
倍
を
２
〜
３
回
程
度
、
葉
面
散
布

し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
比
較
的
暖
か
い
日
に

行
う
こ
と
で
、
吸
収
力
が
高
ま
り
ま
す
。

　

中
晩
柑
の
収
穫
は
年
明
け
が
中
心
で
す
。
10

日
以
上
雨
が
な
く
、
土
壌
が
乾
燥
状
態
の
場
合

は
灌
水
し
ま
し
ょ
う
。
過
度
の
乾
燥
は
、
酸
高

に
な
り
ま
す
の
で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

12
月
中
旬
頃
に
な
る
と
花
芽
の
休
眠
期
に
入

り
ま
す
。
剪
定
作
業
は
遅
れ
な
い
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

　

剪
定
は
、
主
枝
２
〜
３
本
と
し
て
先
端
の
枝

は
強
く
切
り
返
し
、
亜
主
枝
は
１
枝
に
２
〜
３

本
を
残
し
先
端
は
弱
く
切
り
返
し
ま
し
ょ
う
。

●
石
灰
欠
乏
（
ア
ン
コ
）
対
策

　

乾
燥
が
続
く
と
発
生
し
や
す
い
の
で
、
適
宜

灌
水
と
パ
フ
ォ
ー
ム
Ｃ
ａ(

500
倍)

を
葉
面
散
布

し
て
く
だ
さ
い
。

●
病
害
虫
防
除
（
本
田
防
除
）

▽
12
月
中
旬　

※

グ
ラ
ン
ド
ー
ム

・
グ
レ
ー
シ
ア(

乳)

2000
倍
〔
７
日
／
２
回
〕

・
ウ
ラ
ラ
Ｄ
Ｆ

2000
倍
〔
前
日
／
２
回
〕

・
シ
グ
ナ
ム
Ｗ
Ｄ
Ｇ

1500
倍
〔
７
日
／
２
回
〕

◎
べ
と
病

　

下
葉
の
裏
か
ら
発
生
し
、
暗
緑
色
で
小
さ
な

病
斑
が
生
じ
ま
す
。
後
に
拡
大
し
て
淡
黄
色
と

な
り
、
葉
裏
は
白
い
霜
状
の
カ
ビ
が
生
え
ま

す
。
や
が
て
上
葉
に
広
が
り
、
花
蕾
に
も
発
生

す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
春
と
秋
の
気
温
が
低

い
と
き
や
降
雨
が
続
く
と
発
生
が
多
く
な
り
ま

す
。
風
や
雨
に
よ
っ
て
伝
染
し
て
い
く
の
で
、

予
防
に
努
め
て
く
だ
さ
い
。

・
ラ
ン
マ
ン(

フ)

2000
倍
〔
３
日
／
３
回
〕

・
シ
グ
ナ
ム
Ｗ
Ｄ
Ｇ

1500
倍
〔
７
日
／
２
回
〕

●
追
肥
（
花
蕾
発
現
期
）

・
ニ
ュ
ー
パ
ワ
ー
ユ
ー
キ
262(

80
㎏
／
10
ａ)

　

４
〜
５
月
穫
り
の
グ
ラ
ン
ド
ー
ム
は
、
霜
よ

け
対
策
と
し
て
パ
オ
パ
オ
掛
け
を
行
っ
て
く
だ

さ
い
。

●
収
穫

▽
11
月
15
日
〜
12
月
15
日　

※

ピ
ク
セ
ル

▽
12
月
１
日
〜
１
月
30
日　

※

ア
ー
サ
ー

　

収
穫
も
本
番
を
迎
え
始
め
ま
す
。
収
穫
に
あ

た
っ
て
は
適
期
を
逃
さ
ず
若
穫
り
（
Ｌ
・
２
Ｌ
中

心
）
を
心
掛
け
て
く
だ
さ
い
。
指
定
品
種
「
福

誉
」
は
、
12
月
中
旬
以
降
の
収
穫
で
ア
ン
ト
シ

ア
ン
が
生
じ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
肥
料
切
れ

が
症
状
を
助
長
す
る
の
で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

●
病
害
虫
防
除

◎
ア
ブ
ラ
ム
シ
類

・
ウ
ラ
ラ
Ｄ
Ｆ

2000
倍
〔
前
日
／
２
回
〕

ま
た
は

・
モ
ス
ピ
ラ
ン(

顆)

2000
〜
4000
倍
〔
14
日
／
１

回
〕

◎
白
さ
び
病
（
わ
っ
か
症
）

・
ラ
ン
マ
ン(
フ)

2000
倍
〔
３
日
／
３
回
〕

　

促
成
栽
培
で
は
、
定
植
の
準
備
が
始
ま
っ
て

い
ま
す
。
定
植
す
る
40
日
前
ま
で
に
完
熟
し
た

有
機
資
材
を
施
用
し
、
深
耕
整
地
を
行
っ
て
く

だ
さ
い
。

　

連
作
障
害
（
根
茎
腐
敗
病
な
ど
）
の
発
生
が

見
ら
れ
る
圃
場
で
は
、
ク
ロ
ピ
ク
80(

２
〜
３

㎖
／
穴)

、
ソ
イ
リ
ー
ン(

20
〜
30
ℓ
／
10

ａ)

、
デ
ィ
・
ト
ラ
ペ
ッ
ク
ス
油
剤
（
20
〜
40
ℓ

／
10
ａ)

な
ど
で
必
ず
土
壌
消
毒
す
る
と
と
も

に
、
バ
リ
ア
ス
タ
ー
（
難
透
過
性
フ
ィ
ル
ム
）

を
使
用
し
て
効
果
を
高
め
て
く
だ
さ
い
。
な

お
、
低
温
時
期
の
処
理
に
な
る
た
め
、
ガ
ス
抜

き
を
十
分
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
右
記
の
土
壌
消
毒
剤
は
除
草
効
果
が

弱
い
た
め
、
雑
草
防
除
と
し
て
ト
レ
フ
ァ
ノ
サ

イ
ド
粒
剤
2.5(

６
㎏
／
10
ａ)

を
植
え
付
け
直
後

に
施
用
し
ま
し
ょ
う
。

●
元
肥

省
力
型

・
ス
ー
パ
ー
エ
コ
ロ
ン
グ
413(

140
日)(

220
㎏
／

10
ａ)

・
ケ
イ
酸
加
里(

60
㎏
／
10
ａ)

標
準
型

・
わ
か
や
ま
プ
レ
ミ
ア
ム
配
合(

240
㎏
／
10
ａ)

・
ケ
イ
酸
加
里(

60
㎏
／
10
ａ)

　

使
用
す
る
種
イ
モ
は
、
小
さ
く
て
も
し
ま
り

が
良
く
、
病
害
虫
に
侵
さ
れ
て
い
な
い
も
の
を

100
〜
150
ｇ
の
大
き
さ
で
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

＊
収
穫
ま
で
に
180
日
を
超
え
な
い
よ
う
に
定
植

し
て
く
だ
さ
い
。

11
月
上
旬
か
ら
加
温
栽
培
の
育
苗
が
ス
タ
ー

ト
し
、
順
調
に
生
育
し
て
い
れ
ば
第
２
回
目
の

移
植
作
業
が
始
ま
り
ま
す
。

　

２
回
目
の
移
植
は
、
１
回
目
の
移
植
後
22
〜

30
日
、
本
葉
４
〜
５
枚
程
度
の
頃
に
行
い
ま
す
。

　

労
力
や
苗
床
に
余
裕
が
無
け
れ
ば
鉢
に
移
植

し
、
苗
が
大
き
く
な
る
と
と
も
に
、
鉢
の
間
隔

を
広
げ
て
く
だ
さ
い
。
苗
床
へ
移
植
す
る
場

合
、
移
植
間
隔
は
12
〜
15
㎝
で
す
。

　

病
害
虫
に
つ
い
て
は
、
早
期
発
見
・
早
期
防

除
を
心
掛
け
て
く
だ
さ
い
。

　

育
苗
や
植
え
付
け
準
備
の
時
期
が
近
づ
い
て

い
ま
す
。
定
植
後
の
活
着
と
そ
の
後
の
生
育
が

良
好
な
、
株
張
り
の
よ
い
苗
を
生
産
す
る
こ
と

が
重
要
で
す
。

●
育
苗

　

苗
の
鉢
上
げ
後
の
温
度
は
、
日
中
は
27
〜

28
℃
で
管
理
し
ま
し
ょ
う
。
夜
温
は
移
植
時
で

16
〜
18
℃
を
目
標
と
し
、
そ
の
後
は
徐
々
に
下

げ
て
最
終
14
℃
前
後
に
す
る
こ
と
で
、
植
え
傷

み
が
少
な
い
苗
に
仕
上
が
り
ま
す
。
多
照
を
好

む
の
で
、
育
苗
中
は
で
き
る
だ
け
日
光
に
当
て

る
よ
う
に
管
理
し
ま
し
ょ
う
。

●
圃
場
の
準
備

　

ピ
ー
マ
ン
は
、
土
壌
の
排
水
が
良
く
、
保
水

力
の
あ
る
も
の
が
適
し
て
い
ま
す
。
定
植
前
に

完
熟
堆
肥
を
施
用
し
、
深
耕
す
る
よ
う
に
心
が

け
ま
し
ょ
う
。
定
植
の
２
〜
３
週
間
前
に
元
肥

を
前
面
に
施
用
す
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

　

今
月
の
作
業
は
落
葉
処
理
で
す
。

　

収
穫
も
終
わ
り
、
カ
キ
園
の
整
理
の
時
期
と

な
り
ま
し
た
。
今
年
、
落
葉
病
・
う
ど
ん
こ
病

が
発
生
し
た
園
で
は
、
特
に
落
葉
の
処
理
が
重

要
で
す
。
落
葉
を
焼
却
す
る
か
、
園
内
に
埋
め

て
く
だ
さ
い
。

　

有
機
物
の
補
給
を
考
え
る
と
、
で
き
る
だ
け

園
内
に
埋
め
ま
し
ょ
う
。
有
機
物
の
量
が
少
な

い
と
、
土
壌
が
硬
く
し
ま
り
、
根
の
分
布
し
て

い
る
層
へ
水
・
空
気
・
肥
料
が
届
か
な
く
な
り

ま
す
。
良
い
園
地
を
つ
く
る
に
は
、
有
機
物
を

投
入
す
る
の
が
最
も
効
果
的
で
す
。

　

葉
の
残
っ
て
い
る
時
期
に
、
間
伐
、
縮
伐
を

行
い
ま
し
ょ
う
。
隣
の
樹
と
枝
先
が
交
差
し
始

0809

ブロッコ
リ
ー

ダ
イ
コン

カ
キ

ミ
カ
ン

ウ
メ

モ
モ

新
ショ
ウ
ガ

シ
シ
ト
ウ

ピ
ー
マ
ン

都市農業振興のための講演会
～都市農業の可能性を探る～

１． 「都市農業振興三者協定について」
 和歌山大学観光学部 藤田武弘教授

２． 基調講演「都市農業経営の持続的展開」
 全国農業体験協会 白石好孝理事

３． 「和歌山市農業振興基本計画について」
  和歌山市農林水産課

お問い合わせは　営農生活部　☎473-9402まで

日　時 1月12日（水）9:30～11:30
場　所 JAわかやま本店大ホール（和歌山市栗栖642）
定　員 50人（要事前申込：先着順）
参加費 無料
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